
2025 オフィシャル ソフトボール ルール 改正点

P２２　ルール１　用語の定義 

１－62項 

リプレイスメントプレイヤー 

REPLACEMENT PLAYER 

（代替プレイヤー） 

※改正理由（修正理由） 

　2024年シーズン中の緊急事

案としてリプレイスメントプレイ

ヤー（代替プレイヤー）の対象

に、出血だけでなく、「頭部外傷」

を含めたため、その内容を本年

度のルール改正に反映させた。

P17　ルール 1　用語の定義 

１－３３項 

イリーガル サブスティテュート 

ILLEGAL SUBSTITUTE 

（不正交代） 

※改正理由（修正理由） 

　タイブレーク走者の違反が不

正交代となったため、６.を新設。 

　また、この改正に伴い、P１２　

１－２項　アピールプレイの（９）

も「タイブレーク走者違反があ

ったとき」と文章表現を統一。

P19　ルール 1　用語の定義 

１－43項 

リーガル タッチ 

LEGAL TOUCH 

（正しい触球） 

※改正理由（修正理由） 

　現行の条文では、片方の手で

球を確捕していれば、球を確捕

していない側のグラブで走者

に触れても正しい触球と解釈さ

れる恐れがあるため。

１

6． タイブレーク走者違反。

P12　１－２項　アピールプレイ　（９）を上記に合わせ、文章表現統一

 タイブレーク走者違反があったとき。

確捕した球、または

出血や頭部外傷で一時的にそ

の試合を離れるプレイヤーに代わって、治療・止血措置などの間、臨時に出

場することが認められたプレイヤーをいう。

球を確捕したグラブ・ミットで走者に触れればよい。



２

P２７　ルール２　競技場 

２－３項 

ダイヤモンド（内野）の諸線 

※改正理由（修正理由） 

　Ｐ２８の２－３項２（注３）ですで

に予告済みであった小学生の

投球距離（投手板から本塁ま

での距離）を１０．６７ｍ→１２．１９

ｍに延伸する。 

※P30の「内野諸線図」も同様 

　 に修正。 

 

　また、これに伴って２－３項２

（注１）行頭に「小学生」を追加。

また、本年度の改正を予告して

いた２－３項２（注３）を削除し

た。 

P35　ルール３　用具 

３－１項　バット 

※改正理由 

　バットのイラストに図示された

安全グリップの長さの表示が３

号バットのものであり、２号バット、

１号バットでは異なるので、長さ

は表示せず、「安全グリップ」と

のみ表記するよう修正した。

１２.１９ｍ

12.19

P30 
内野諸線図

安全グリップ

小学生、中学生女子、およびレディース、エルダー、エルデスト、ハイ

シニアは１２.１９ｍとし、シニアは１３.１１ｍとする。



P５１　ルール４ プレイヤーと交代 

４－７項　プレイヤーの交代 

※改正理由（修正理由） 

　タイブレーク走者の違反が

「不正交代」となったため、４ー７

項〈効果〉７項（注）に⑥を新設。

P５７ ルール５ 試合と打ち合わせ 

５－６項　タイブレーク 

※改正理由（修正理由） 

　国際ルール（ＷＢＳＣ／世界

野球ソフトボール連盟）の文章

表現に合わせた。※内容的な

変更はない。

P６３ ルール６　投球 

６－４項　守備位置 

※改正理由（修正理由） 

　６－４項１（注）として記載され

ていた内容を〈効果〉としてまと

めなおし、わかりやすくした。

３

その回の９番目に打順が回ってくる者とし、打者は前回か

 １

（1）　ディレードデッドボール。

（2）　不正投球。

ら引き続く正位打者（正しい打順の打者）とする。

P４７ ルール４ プレイヤーと交代 

４－４項 

スターティングプレイヤー 

※改正理由（修正理由） 

　４－４項（注）の文末に「ただ

し、頭部外傷の場合は除く」の

一文を追記。 

　４-10項 10の「頭部外傷（死

球時、送球時、守備時、いかなる

場合であっても）が発生した場

合、代替プレイヤーを使用する

ことができる」との整合性を持

たせるため。

。ただし、頭部外傷の場合を除く）

⑥　 タイブレーク走者違反。



４

投球や

送球またはフェアの打球に触れたとき。

P７１　ルール７　打撃 

７－１項　次打者 

※改正理由（修正理由） 

　７－１項２の文章に誤植（文字

の抜け）があったため、正しい表

記に修正した。

ければならない。

P７８　ルール７　打撃 

７－５項　ボール 

※改正理由（修正理由） 

　７－５項６〈効果〉６の文章を整

理し、わかりやすくした。

P８２　ルール８　走塁 

８－１項 

打者が打者走者になる場合 

※改正理由（修正理由） 

　８－１項４〈効果〉４の文章を、同

〈効果〉内（２）の文章を引用し、文

章表現を統一した。

P８５　ルール８　走塁 

８－２項 

打者走者がアウトになる場合 

※改正理由（修正理由） 

　８－２項７の「打者がスリーフット

レーンの外側を走って～」という

現行の文章では、スリーフットレー

ンの外側＝ファウル地域という

誤解を招きかねないため、 

外側 → 以外 

と修正し、ファウル地域だけでなく、

フェア地域もあり得ることが読み

取れるような文章に修正した。

P１０８　ルール９ 

ボールデットとボールインプレイ 

９－３項 

ディレードデッドボール 

※改正理由（修正理由） 

　８－４項６と同様の内容のため、

文章表現を合わせ、整合性を持

たせるよう修正した。

 ６

ボールデッド。打者に対してワンボールが宣告される。
（不正投球ではない）

による打者の一塁への安全進塁権を選択した

以外を走って一塁で送球

場合、他の走者はフォースの場合を除いて進塁できない。



５

P１０８　ルール１０  審判員 

１０－１項　権限と義務 

●審判員についての一般的な知識 

※改正理由（修正理由） 

　３．をジェンダーに配慮し、「男性

および女性の」の部分を削除。 

　同じく ３．（７）については、運用の

実状に合わせ、ベルトの色を「黒

か紺」と明記した。

 審判員は次の服装を標準的なものとする。

黒か紺のベルト。



６

P１２２　ルール１２　記録 

１２－７項　犠牲打 

※改正理由（修正理由） 

　ＷＢＳＣ（世界野球ソフトボー

ル連盟）のスコアリングマニュ

アルに「外野地域の」という表

記があり、日本のスコアリングマ

ニュアルもすでにそれを採用

し、実際に記帳・運用しているこ

とから１２－７項２の表記もそれ

に合わせ、整合性を図った。 

　また、内野地域の飛球で三塁

走者が生還した場合は、走者の

好走塁であって「犠牲打」「犠

飛」を記録しないことを明確に

する趣旨での修正である。 

※１２－７項３も同様の修正

P１２６　ルール１２　記録 

１２－１５項　自責点 

※改正理由（修正理由） 

　（注４）の文章をスコアリング

マニュアルの表記に合わせ、文

章表現を統一し、整合性を図っ

た。

外野地域の飛球で走

飛球またはライナーが落球となり走者が得点した場合、公式記録員が、

外野地域の

者を得点させたとき。

タイブレーク走者は自責点の対象走者としない。

以上が２０２５年度のルール改正点となる



７

P１７５・１７６　さくいん 

※修正理由 

　ルール改正ではないが、巻末

の「さくいん」に２０２４年のルー

ル改正の内容が反映されてい

ない箇所があったため、２０２５年

度版「オフィシャル　ソフトボー

ル ルール」の発行に合わせ、修

正する。

P２９　ルール２　競技場 

競技場全体機略図 

イラストの修正 

※修正理由 

　ルール改正ではないが、P２９

イラストのレフトポールの位置

が左にズレてしまっていたため、

正しい位置に修正した。

や他の野手が打撃妨害したとき

や他の野手が打撃妨害したとき

P１７５

２０２４

２０２４

拡大図

拡大図

２０２５

P１７６

ルール改正を伴わない２０２５修正点

２０２５


